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町
政
運
営
に

　
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針

　

私
が
町
長
に
就
任
し
て
以
来
申
し
述

べ
て
お
り
ま
す
、「
想
定
よ
り
急
速
に

進
む
人
口
減
少
」
は
、
令
和
５
年
12
月

に
報
道
さ
れ
た
、
県
内
各
市
町
村
に
お

け
る
人
口
の
将
来
推
計
に
よ
る
と
、
本

町
は
非
常
に
厳
し
い
数
値
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
改
め
て
深
刻
な
課
題
で
あ
る
と

受
け
止
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
要
因
と
す
る
地
域
活
力

の
低
下
や
経
済
活
動
へ
の
影
響
、
さ
ら

に
は
集
落
に
お
け
る
支
え
合
い
機
能
の

維
持
に
つ
い
て
は
、
対
策
を
講
じ
る
こ

と
に
よ
り
全
て
が
直
ぐ
に
結
果
と
し
て

現
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
が
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
施
策

を
粘
り
強
く
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
加
え
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
６
年
度

は「
第
３
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
」

に
掲
げ
た
町
の
将
来
像
「
自
然
と
人
が

笑
顔
を
育
む
ま
ち 

～
と
も
に
生
き
る 

み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
～
」
の
実
現
に
向

け
て
前
進
す
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
町
民
と
行

政
が
協
力
し
一
体
と
な
っ
て
、
同
じ
未

来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
を
次
世
代
に
繋
げ
る
町
政
発
展

の
新
た
な
幕
開
け
の
年
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
誇
れ
る
よ
う
町
政
運
営
に

ま
い
進
し
て
ま
い
る
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
健
康
を
守
り
経
済
を
再
生

さ
せ
る
た
め
、
町
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
り
力
を
結
集
し
、
皆
さ
ま
一
人
ひ
と

り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
令
和
６６
年
度　

町
政
施
政
方
針

年
度　

町
政
施
政
方
針

　

人
口
減
少
に

　

人
口
減
少
に
歯
止
め

歯
止
め
を
か
け

を
か
け

　
　
　
　

  
次
世
代
に
継
承

次
世
代
に
継
承
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

南
会
津
町
長

　
　
　

渡
部　

正
義
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令
和
６
年
度

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
５
年
度
に
引
き
続
き
「
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
次
世
代
に

継
承
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
予
算
編

成
の
基
本
方
針
と
し
、
次
の
７
つ
の
項

目
を
重
点
施
策
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
重
点
施
策
を
踏
ま
え
、
一

般
会
計
予
算
総
額
は
対
前
年
比
1.9
％
減

の
１
２
５
億
６
，
８
０
０
万
円
、
特
別

会
計
は
３
会
計
総
額
で
４
０
億
９
，

３
０
０
万
円
、
公
営
企
業
会
計
は
２
会

計
総
額
で
１
７
億
７
，
４
６
０
万
１
千

円
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
予
算
に
つ
き
ま
し
て
も
、

必
要
な
投
資
と
財
政
規
律
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
極
め
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

視
点
に
立
っ
た
執
行
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
が
、
国
の
経
済
対
策
と
い
っ
た
緊

急
的
な
事
案
に
対
し
て
は
、
機
を
逸
す

る
こ
と
な
く
、
柔
軟
な
発
想
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
必
要
な
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

重
点
施
策
１

結
婚
・
子
育
て
・
生
活
支
援
に
よ
る

若
者
の
定
住
促
進

重
点
施
策
２

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
祉

の
充
実

重
点
施
策
３

地
球
規
模
の
環
境
活
動
へ
の
取
り
組

み
強
化

重
点
施
策
４

特
色
を
い
か
し
た
持
続
可
能
な
農
林

業
の
推
進

重
点
施
策
５

会
津
田
島
駅
周
辺
を
軸
と
し
た
中
心

市
街
地
の
活
性
化

重
点
施
策
６

ま
ち
の
魅
力
発
信
の
充
実
に
よ
る
地

域
間
交
流
の
推
進
と
関
係
人
口
の
更

な
る
拡
大

重
点
施
策
７

公
共
施
設
の
効
率
的
な
管
理
運
営
と

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革
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　本町の豊かな自然を後世に引き継ぐとともに、町民一人ひとりが健康で安全に安心して暮らし続けら
れる環境づくりを目指します。

「豊かな自然ときれいな水が育む元気に安心して過ごせるまちづくり」目標の柱

１

令和6年度
主要施策の概要

　施策方針の詳細はコチラ▶
　　　（町ホームページ）

　第３次南会津町総合振興計画に掲げる５つの
目標の柱に基づき、主要な施策の概要について
ご紹介します。

　医師や医療スタッフの確保について県や関係機関へ引き続
き要望し、安心して暮らしていける地域医療体制の確保に取
り組みます。特に、伊南地域においては、３月をもって診療
所が閉院しました。伊南地域の住民の医療確保を目的とした
緊急措置として、南郷地域および舘岩地域診療所への送迎
体制を整え、地域医療の不安解消に取り組みます。

医療の充実
　環境基本計画の進行管理に加え、地球温
暖化対策実行計画を令和６年度に策定し、
カーボンニュートラルの実現を目指します。
　また、特定外来生物防除では、耕作放棄
地を中心に分布域が広がっていることから、
引き続き駆除対策の検討を進めます。

自然と生活環境の保全

　高齢者や障がい者が抱える多様な問題に
対し､相談機能を強化し個別の支援に結び付
ける重層的支援体制整備に着手します。
　また、「住み慣れた場所で誰もが最期まで
輝ける笑顔あふれる共生社会をつくるまち」
をテーマに策定した第９期の高齢者保健福祉
計画 ・介護保険事業計画に基づき、共生社
会の実現を目指します。

高齢者や障がい者の福祉

　独身男女の出会い ・交流の場を創出するため、
結婚サポート企業等への登録企業と協力、連携
しながら、セミナー開催および婚活イベントを開
催します。
　また、結婚された方を祝福する思いを込めまし
て、令和６年度から婚姻届を提出した町民に対し
結婚祝い金を交付する新婚生活エール事業を新
たに実施します。

多角的な結婚支援
　これまでの子育て世代包括支援センター 「えがお」
に母子保健事業を統合し、新たにこども家庭センター
を設立することにより、全ての妊産婦、子育て世帯、
子どもに対する幅広い支援を行います。
　また、令和５年度から実施している保育料の負担
軽減を目的とした保育所入所応援助成事業を継続す
るほか、子育て世代からのニーズが高い、屋内遊戯
施設の整備について検討を進めます。

幅広い子育て支援
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　就労の場が少ない、商店街も店舗が少なく活気が失われつつある現状を打破するため、地域の特性
をいかし農林業や商工業の生産性を向上させ、町内の経済が循環するまちづくりを目指します。

「魅力を高め活力を生み出すヒト・モノ・カネの好循環化」目標の柱

２

　中小企業を取り巻く環境が依然として厳しい状況
にあることから、企業における生産性向上や従業員
の処遇改善等に取り組む町内事業者に対して、設備
投資や人材確保に係る経費の一部助成を継続します。
　また、一定の投資と雇用を確保して町内に工場等
を新設した企業に対して、固定資産税相当額の一部
を奨励金として交付するほか、個人事業者及び法人
の新規創業等に係る経費の一部を助成することによ
り、事業活動の促進と生産能力の向上及び雇用の創
出を図るとともに、事業承継についても具体的施策
の検討を進めます。
　さらに、電子決済の導入と併せてプレミアム付き電
子クーポンを発行することで、町民の経済的負担の
軽減と消費喚起及び電子決済の利用を促し、商工業
者の経営安定化につながるよう支援します。

商工業の経営安定化

　経営者の高齢化や担い手不足など様々な要因により空き店舗が
増加し、活気が失われつつあることから、町内事業者等が協働に
より取り組む中心市街地における賑わい創出のイベント経費、お
よび空き店舗の利活用に要する経費の一部を助成し、まちなか再
生計画の具現化に向け引き続き取り組みます。

田島地域中心市街地の活性化

　本町の星空の魅力を観光資源としていかした観光
誘客の推進体制を整備するため、星空ガイドの育成
やモニターツアーを実施します。加えて、教育旅行
や合宿誘致に継続して取り組むほか、企業の研修先
としての地位を確立するため、地域団体と連携しな
がら企業研修の魅力づくりや受入れ体制の構築をし
ます。
　また、国道２８９号八十里越の開通を見据えた地
域振興については、老朽化した道の駅きらら２８９
の大規模改修に向けて準備を進めるとともに、新潟
県三条市、只見町との３市町による協議を重ねなが
ら、広域観光や産業連携等の相互交流につながる
施策を展開します。
　さらに、地域のシンボルである県指定天然記念物

「古町の大イチョウ」の保護と地域コミュニティの活性
化のため、公園整備に継続して取り組む計画であり、
令和６年度は、駐車場やトイレ、四

あずまや

阿の整備工事を
実施します。

観光と地域間交流について

　荒海 ・鴇巣地区でほ場整備を推進し、農業生産基
盤の整備や農地の集積を図り、効率的かつ安定的な
農業経営と農業生産性の向上に努めます。
　また、経営規模に応じた農業機械導入や施設整備
に係る経費の一部支援や、地域の重点振興作物の栽
培に係る支援などを継続し、農業の持続的発展と農
業所得の向上を目指します。
　林業の分野においては、森林環境譲与税を活用し
皆伐地の再造林を促進する経費の一部支援を行い、
持続的な森林整備を進めてまいります。
　また、「きとね」において、林業技術の研修や木
育機能を強化し次世代を担う人材育成を進めるほか、
木育キャラバンin南会津の開催等を通して、多くの人
が町の林産業を 「知る」「関わる」機会を充実させます。

地域特性をいかした農林業の推進
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　家庭や地域など町民一人ひとりが郷土の歴史や文化に触れ、交流を深めることで、共に育ちながら
郷土の良さや暮らす喜びを知ることができるまちづくりを目指します。

「世代を超えて「南会津愛」 を育む“共育” のまちづくり」目標の柱

４

　災害への備えや除排雪への対応、道路や上下水道、公共交通といった社会 ・生活基盤の維持により、
町民生活の快適さの向上や、安全安心な暮らしとともに持続可能なまちづくりの実現を目指します。

「快適で充実した生活が送れる魅力ある生活基盤づくり」目標の柱

３

　水道事業では、荒海・糸沢地区水道施設の効率
化や田島第一地区と田島第二地区の施設の統廃合
に向けて高野地区への加圧ポンプ場整備に着手す
るほか、水道水の安定供給に努めます。
　また、下水道事業では、上郷地区と高杖原地区
の農業集落排水処理施設の統廃合に向けた管路
工事等を引き続き実施するほか、南郷浄化センタ
ーと古町地区農業集落排水処理施設の統廃合に
向けた事業に着手します。

持続可能な上下水道事業

　少子化により児童生徒数が減少する中で複式学級は増加傾向にありますが、複式学級の指導体制を充実させる
ため 「学習支援員」を配置し、小規模校の良さをいかした教育環境を整備します。
　また、長期の受入れに向けた準備として実施している短期の山村留学事業は、長期山村留学事業への移行に向
けて関係機関等との協議を進めます。

本町ならではの学校教育を

　町道永田 ・中荒井線の改良工事、町道関本 ・古内
線の富貴沢橋架け替え工事および町道和泉田３号線の
下山橋補修工事など、生活道路の改築 ・修繕工事を
実施します。
　また、土地区画整理事業施工区域での宅地造成お
よび豪雨時に溢水する恐れがある排水施設等の改修
事業を引き続き実施するほか、降雪期における生活道
路の機能を確保するため、田島 ・南郷地域の老朽化し
た除雪ドーザ各１台を更新します。

良好な居住環境の整備

　伊南地域の交通空白地解消を含め住民のニーズに即
した公共交通体系の早期実現に向けて取り組みます。
　また、町全体の公共交通につきましても、引き続き
地域住民、交通事業者者および関係機関と協議を重
ねながら町民の皆さまが利用しやすく、効果的かつ効
率的な公共交通網の形成に努めます。
　併せて、高齢運転者による事故が全国で増加する中
で、事故の防止と公共交通利用促進を図るため運転免
許証の自主返納者に対する支援を継続します。

便利で安全な公共交通に向けて

　町営住宅松下団地の建て替え事業、町営住宅会
下団地の改修事業の継続など、町民の生活基盤の
整備を計画的に進めます。
　また、空き家の現状や空き家所有者の意向など
を把握するために空き家の全戸調査を実施し、多
様なニーズに対応した空き家の利活用など今後の
住宅施策を検討するための現状把握に努めます。

住宅確保要配慮者対策と空き家対策
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　令和７年４月から空き校舎になる南会津高
等学校南郷校舎の校舎および跡地の利活用
について地域住民の目線で検討し、町に対し
て提言する住民組織 「南会津高校南郷校舎
跡地利用住民検討委員会」を設置しました。
検討委員会において議論を重ねた上で提言
をいただき、町としての方針を示します。

校舎と跡地の利活用

　社会情勢の目まぐるしい変化に対応していくために、町民と行政が互いに協力し、町民一人ひとりが
まちづくりの主役として輝くことができる行政運営を目指します。

「誰もが主役で誰もがつながる未来を見据えた協働によるまちの運営」
目標の柱

５

　コンビニエンスストアなどで住民票
の写しや印鑑証明書、税関係証明書
の取得が可能となりましたが、今後も
マイナンバーを活用した行政サービス
について検討を進め、マイナンバーカ
ードの普及促進に努めます。
　また、町税について、コンビニでの
納付を可能とする「コンビニ納付」を令
和６年度から開始することで、納税者
の納付機会の拡充を図るとともに、収
納率の向上を目指します。

デジタル化への対応
　多くの町有施設を抱える本町にとっては、それらの維持管理費が
将来的な財政運営の大きな負担になることが予想されます。そのた
め、公共施設等総合管理計画に基づき、施設の再配置や統合、複
合化および民間活力による有効活用、管理経費の削減など公共施
設の維持管理 ・更新等の最適化を図り、財政負担の軽減に努めて
まいります。
　加えて、令和７年度に予定している町有観光施設の指定管理者の
公募を見据え、町有観光施設の在り方について引き続き検討し可能
な限り早期に方針をお示しするとともに、経常経費の削減と投資的
経費の財源確保に努めながら、将来を見据えた効果的・効率的な行
財政運営に一層尽力します。

効率的・効果的な行財政運営

　地域と連携した教育を推進する放課後子ども教室での体
験活動などを継続しながら、世代間交流による郷土愛や自
立心を育むなど地域を担う人材の育成に努めます。
　また、生涯学習の拠点施設である御蔵入交流館の空調設
備改修工事を継続するとともに、公民館講座や文化講演会
では、子育て世代の応援に繋がるような事業を展開しなが
ら、生涯学習環境の充実に努めます。

人材育成と生涯学習の充実

　動く町長室などの広聴事業をはじめ、様々な場面で多様な世代の町民の皆さ
まと対話する場を設けてきました。この取組の中で、町民の皆さまの声に真摯
に向き合い対話を進めることで、いただいた意見を町政に反映するほか、地域
の相互扶助や自主的かつ主体的な活動および集落機能の維持強化が図れるよ
う継続して支援するとともに、町と団体や団体間の協働の取組を推進します。

行政と町民協働のまちづくりと地域コミュニティの充実

　代表的な伝統芸能である田島祇園祭屋台歌舞伎や、伝統技
術である藍染技術の後継者育成と伝統文化の継承に取り組むな
ど、先人から受け継がれてきたかけがえのない民俗芸能や伝統
文化の保存伝承に努めます。
　また、地域の財産である文化財が地域の誇りや愛着が持てる
ものとなるよう、奥会津博物館での企画展開催や講座などの開
催を幅広く周知し、多くの人が本町の文化について知り、触れる
機会の充実に努めます。さらに、文化ホールでの音楽 ・舞台芸
術公演などを開催し、芸術文化に親しむ機会の充実を図ります。

地域文化の伝承、芸術文化の振興
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■ 令和６年度会計別当初予算額一覧
会計区分 本年度予算額 前年度予算額 比　較 前年度比

一 般 会 計 125億6,800万円 128億1,200万円 ▲ 2億4,400万円 ▲ 1.9％
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 15億5,600万円 16億2,900万円 ▲ 7,300万円 ▲ 4.5％
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億5,900万円 2億4,800万円 1,100万円 4.4％
介 護 保 険 特 別 会 計 22億7,800万円 22億3,700万円 4,100万円 1.8％
水 道 事 業 会 計 9億2,664万2千円 10億8,496万8千円 ▲ 1億5,832万6千円 ▲ 14.6％
下 水 道 事 業 会 計 8億4,795万9千円 10億1,132万1千円 ▲ 1億6,336万2千円 ▲ 16.2％

合　計 184億3,560万1千円 190億2,228万9千円 ▲ 5億8,668万8千円 ▲ 3.1％

　令和６年度一般会計
　　　　　歳入予算内訳

歳入
125億

6,800万円
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　【問合せ】
　　総務課  財政係
　　　　　　  電話  0241-62-6100

繰越金
2億円（1.6%）

繰入金
5億8,436万8千円
                （4.7%）

諸収入
1億3,105万5千円

（1.0%）

　　その他 自主財源
（1.3%）

　　　・分担金および負担金
　　　　　　　　  2,415万円
　　　・使用料および手数料
　　　　　　　7,381万7千円
　　　・財産収入、寄附金 
　　　　　　　　  7,143万円

地方交付税
　62億4,500万円

（49.7%）

町債
13億5,670万円

（10.8%）

国庫支出金
10億4,158万6千円
　　　　　（8.3%）

県支出金
6億3,498万7千円（5.1%）

その他 依存財源（5.1%）
　・地方消費税交付金　 3億4,500万円
　・地方譲与税　　　　 2億3,935万円
　・その他の交付金　　　   6,260万円 町税

15億5,795万7千円（12.4%）

自主財源
（21.0%）

依存財源
（79.0%）
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■ 性質別歳出内訳
性質区分 当初予算額 構成比

人 件 費 22億487万7千円 17.5％
物 件 費 17億6,816万9千円 14.1％
維 持 補 修 費 8億2,337万8千円 6.5％
扶 助 費 9億673万5千円 7.2％
補 助 費 等 27億5,088万4千円 21.9％
内  

訳
一 部 事 務 組 合 12億356万8千円 （9.6％）
そ の 他 15億4,731万6千円 （12.3％）

普 通 建 設 事 業 費 16億3,536万1千円 13.0％

内  

訳

補 助 事 業 費 9億2,106万4千円 （7.3％）
単 独 事 業 費 6億3,121万7千円 （5.0％）
県 営 事 業 負 担 金 等 8,308万円 （0.7％）

公 債 費 15億8,091万2千円 12.6％
積 立 金 1億2,441万9千円 1.0％
貸 付 金 2,000万円 0.2％
繰 出 金 6億6,427万8千円 5.3％
予 備 費 な ど 8,898万7千円 0.7％

合　計 125億6,800万円 100.0％

　令和６年度一般会計
　　歳出目的別予算内訳

令和６年度南会津町
一般会計当初予算

主要事業ピックアップ

■ 総務費
  ・コンビニ・マイナンバー利用住民
 　サービス向上事業

4,771千円
  ・集落応援交付金事業

21,685千円
  ・旧伊南小学校跡地利用整備事業

110,041千円
  ・定住対策プロジェクト事業

7,690千円
  ・地域乗合タクシー運行事業

45,109千円
■ 民生費
  ・新婚生活エール事業

１,500千円
  ・高齢者世帯等除雪支援事業

16,542千円
  ・こども家庭センター運営事業

10,855千円
  ・放課後児童対策事業

68,357千円
  ・保育所入所応援助成金事業

13,165千円
■ 衛生費
  ・成人保健事業

25,507千円
■ 農林水産業費
  ・担い手づくり総合支援事業

14,388千円
  ・新規就農者支援事業

2,088千円
  ・鳥獣被害対策事業

24,835千円
■ 商工費
  ・地域内消費促進電子クーポン
 　活用事業

21,930千円
  ・星空誘客事業

2,133千円
  ・道の駅きらら289大規模改修事業

13,800千円
■ 土木費
  ・町道整備事業（補助）

416,176千円
  ・町営住宅会下団地改善事業

71,075千円
  ・空き家等対策事業

18,701千円
■ 教育費
  ・御蔵入交流館設備改修事業

157,579千円

歳出
125億

6,800万円

議会費・労働費など
1億6,341万4千円（1.3%）

総務費
18億2,863万8千円

（14.5%）

民生費
26億3,135万2千円

（20.9%）

衛生費
10億3,933万5千円

（8.3%）

農林水産業費
6億6,939万8千円（5.3%）

商工費
5億2,385万6千円（4.2%）

土木費
19億1,603万4千円
　　　　  （15.2%）

消防費
6億7,596万9千円（5.4%）

教育費
15億3,909万2千円

 （12.3%）

公債費
15億8,091万2千円

（12.6%）
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 ■ 舘岩総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長     
   　　渡部　浩明 近藤　功一

総　務　係 星　　弘樹 　   阿久津夏孝 78-3320

住　民　係 近藤　功一 兼   大山　幸祐　　楠　　真衣　　菅野　　望
  （星佳奈子） 78-3345

   振興課長
   　　小勝　秀勝 阿久津政臣 企画観光係 阿久津政臣 兼   山越　貴幸　　大竹　翔真　　橋本　　翼 新 78-3330

農林建設係 近藤　　厚 　   馬場　隆一　　赤松　了太　　阿久津弘典 再 78-3340

 ■ 伊南総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長
   　　菅家　康夫 平野　知則

総　務　係 平野　知則 兼   赤塚　健弥　　 76-7711

住　民　係 星　美穂子 　
  小山　美香　　塩生　敬洋　　星　佳奈子
  小寺　理奈　　芳賀美咲加

76-7712

   振興課長
   　　野中　昭一 河原田庄佐

企画観光係 大塚　敏浩 　   馬場　博崇  76-7715

農林建設係 河原田庄佐 兼   馬場　　誠　　皆川　忠昭　　平野　貴司　
  平野　宗則　  76-7716

   教育委員会分室長
   　　山内　秀剛 須江　健太 学校教育係 須江　健太 兼   梅宮　朋伯　　 76-7718　馬場　富美 (南会津中)　  菊地　実佐 (南郷小）

生涯学習係 湯田　浩史 　   阿久津　流 76-7719

 ■ 南郷総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長
   　　平野　芳和 ー

総　務　係 馬場　英樹 　   渡部　洋三 再 72-2111

住　民　係 河原田千恵 　   星　加奈子　　梁取　　倭　　齋藤　由美 再
  （小寺理奈） 72-2224

   振興課長
   　　星　　徹也 大桃　　悟

企画観光係 大桃　　悟 兼   高倉　駿平　　星　　美沙 72-2900

農林建設係 平野　哲也 　   馬場　芳男　　目黒　　拓　　塩生　和也
  齋藤　　清 再

72-2113
72-2114

 ■ 博物館・保育所・幼稚園
所属長 主幹・補佐 係　名 係長・主任 係員・保育士・調理員 電　話

   奥会津博物館長
   　　猪股　　淳 ー 事　業　係 渡邊　貴恵 　   渡部　陣一 66-3077

   田部原保育所長　
   　　目黒　智夫 ー ー 馬場　牧子 　   芳賀　香織　　渡部優希子　　佐藤　若奈　

  玉川　佳子　　向後　純子 62-3996

   伊南保育所長兼
   南郷保育所長
   　　星　　克之

ー
伊南保育所 大竹　順子 　   大山　勝利　　五十嵐千賀　　馬場　千晴

  児山加世子 76-2034

南郷保育所 坂田　美和 　   渡邉真由美　　大山　香理　　星　　美穂
  荒井智恵美　　酒井　浩行 再 73-2900

   舘岩幼稚園長
　 ( 舘岩小学校長 )

ー ー 平野　理砂 　   星　　美香 78-3430

 ■ 退職　　　　　　　　　　　　　　　　    （３月31日付け）
所　属 役　職 氏　名

商工観光課 観光交流係長 馬場　美樹
舘岩総合支所 主査 芳賀　昭和
南郷総合支所 副主査 馬場　匡平

 ■ 派遣
派遣先 氏　名

　南会津地方広域市町村圏組合 齋藤　　成
　只見町  橘　　一明
　会津森林管理署 南会津支署（林野庁 ） 酒井　裕基

 ■ 派遣終了・再任用終了　　　　　　　　    （３月31日付け）
所　属 役　職 氏　名
農林課 主査 本間伸一郎

伊南総合支所 生涯学習専門員 星　　欣一
建設課 建築業務専門員 野中　英昭

伊南総合支所 林業業務専門員 平野　　誠
舘岩総合支所 水道技能専門員 阿久津規夫
伊南総合支所 農業振興専門員 羽染　正巳
南郷総合支所 保健業務専門員 渡部　和子

※兼＝兼務　　併＝併任　　再＝再任用　　新＝新規採用
　太ゴシック＝異動職員
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令和６年度　南会津町職員配置表
町　長 渡部　正義 副町長 佐藤　一範 教育長 川島　敬章

 ■ 町役場本庁舎
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   総務課長
   　　月田　　啓 大竹　政範

総　務　係 長谷川祐樹 　   大山　直人　　齋藤　大也　　榊原　貴彦
  五十嵐和樹　　阿久津夏菜 62-6100財　政　係 小椋　恵司 　   津吹　雅之　　楠　祐馬

管　財　係 大竹　政範 兼   藤沢　一彰　　児山　初音　　星　　弥生

   総合政策課長
   　　星　　良栄 佐藤　隆士

企画政策係 佐藤　隆士 兼   星　　拓哉　　長沼　有紀　　鈴木　博貴
62-6210地域振興係 舟木　浩隆 　   室井　成美　　佐藤　夏美

広報情報係 室井　夏雄 　   藤澤奈々恵　　酒井　来武　　馬場　貴大
   会計管理者兼会計室長
   　　渡辺　健二 馬場　和伸 会　計　係 馬場　和伸 兼   星　　郁乃　　星　　明子 62-6150

   税務課長
   　　渡部さつき 相原　寛之 

固定資産税係 菊地　正彦 　   湯田　紳介　　猪股　一友　　
62-6110町　税　係 羽染さおり 　   君島　卓馬　　渡部　美江　　弓田　綾乃

収　税　係 相原　寛之 兼   室井　辰也　　原田　みさ

   住民生活課長
   　　鈴木　秀和 中島　　良

戸籍住民係 栗橋　三枝 　   渡部　　健　　
62-6120国保年金係 星　　千恵 　   室井　一仁　　渡部　真央　　大山　由華

消防交通係 塩生　光章 　   加藤　勝裕  消費生活安全担当 大竹　正一 　 62-5054

   健康福祉課長
   　　湯田　賢史

近藤　美和

星　　一伸

社会福祉係 五十嵐正喜   五十嵐加奈子　　大山　里美　　廣野　由美
  渡部　悠大

62-6170
子育て支援係 星　　一伸 兼   橘　　千絵　　佐藤　　円　　長沼　芳人

  目黒　真悠
介護保険係 佐藤　亜衣　   五十嵐日向子　木村真理子 再　星　　　希新 62-5050

健康増進係 近藤　美和 兼   寺岡美紀子　　舟木　　健　　土橋　一馬
  渡部　聖子 62-6180

   環境水道課長
   　　遠藤　知樹 星　　善介

経　営　係 山内　大和 　   平野健太郎　　星　　文乃 新

62-6140環境衛生係 馬場　信行 　   藤澤　昇太　　赤羽　　希

事　業　係 星　　善介 兼   荒井　大樹　　大竹　喜成　　児山　裕巨
  廣野亜香音

　   上下水道お客様センター 62-5055

   商工観光課長
   　　渡部　秀介 長沼　正憲

商工振興係 長沼　正憲 兼   渡部　　茜　　内山　佐和 新 62-6200雇用対策担当 湯田　昌伸 　
観光交流係 樋口　和夫 　   渡邉　哲大　　梅宮　　爽

   農林課長
   　　橘　　　昭 菊地　孝幸

農　政　係 渡部　浩一 　   渡部　高志　　遠藤　智之 新

62-6220

農業担い手支援担当 星　　　光 　
農林土木係 菊地　孝幸 兼   星　良太郎　　星　　太樹
国土調査係 室井庄一郎 　   八木沢誠二　　
林　政　係 室井　隆宏 　   酒井　　響　　渡部　　顕　　向後　隼平 新
林業振興係 橘　　　昭 兼   渡部　絵美　　牧島　京右（ 林野庁 ）

   農業委員会事務局長
  　　星　　貴夫 ー 農地管理振興係 芳賀　隆徳 　 62-6320

   建設課長
   　　室井　利和 星　　宏明

管　理　係 佐藤　弘和 　   菅家　裕貴　　阿久津恋斗　　金井日南太 新

62-6230土　木　係 湯田　高史 　   渡部　一基　　川井　　匠　　星　　元輝
都市計画係 丸山　英司 　   仲川　結登
建築営繕係 白川　秀一 　   児山　夏美　　大橋慎次郎　　長谷川春奈 新

   議会事務局長
   　　星　　博文 ー 議　事　係 阿久津文稔 　   猪股　雅勝　　渡部　龍人 62-6310

   学校教育課長
   　　阿久津勝英

塩生　敬久
（ 県教育委員会 ）

林　　明宏
学　校　係 林　　明宏 兼

  五十嵐太介　　五十嵐颯也　　星　　佳明
62-6300　堀　　貴代 (田島小)　　星　千代江 (田島中)

　児山　和代 (荒海小） 再

   生涯学習課長兼
   文化ホール館長兼
   中央公民館兼
   図書館長
   　　廣野友一郎
                  （御蔵入交流館）

星　　　彰

生涯学習係 星　　　彰 兼   大橋　真人　　星　　優南 62-5511
芸術文化係 渡部　健一 　   星　　貴晴　　室井　秀太 新

62-6311文　化　財　係 渡部　和臣 　   小山内陸人 
重伝建地区担当 阿久津政臣 併   橋本　　翼 併

ー 図書館事業係 廣野友一郎 兼   渡部　竹美　　星　　貴晴 兼  大橋　真人 兼 
  星　　優南 兼  小山内陸人 兼  室井　秀太 兼 62-5522
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令和６年度

南会津町教育委員会表彰式
　町教育委員会では、各分野において文化の向上および教育の振興発展に貢献し、その功績が顕著である方々
を表彰しています。令和５年度南会津町教育委員会表彰式を３月２日に南会津町役場の本庁舎で開催しました。
　※当該表彰は、１月末までに内申のあった個人または団体が対象です。(学年や年齢は、令和５年度現在)

　【問合せ】　学校教育課  学校係　電話  0241-62-6300

【
功
労
表
彰
】

▼
星　
　
悦え

つ
お男

　
（
田
島
あ
た
ご
カ
ラ
オ
ケ
会
指
導
者
）

【
奨
励
賞
】

令
和
５
年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体

育
大
会
剣
道
競
技
女
子
団
体
・
優
勝

▼
羽
染　
茉ま

や弥
（
白
河
高
１
年
）

第
55
回
東
北
高
等
学
校
女
子
剣
道
選
手

権
大
会
女
子
団
体
・
優
勝

▼
須
江　
凜り

ん
か香

（
白
河
高
３
年
）

令
和
５
年
度
福
島
県
剣
道
選
手
権
大

会
・
優
勝

▼
芳
賀　
翔し

ょ
う
や矢

第
79
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
東

北
空
手
道
選
手
権
大
会

小
学
３
年
生
男
女
個
人
組
手
・
第
３
位

▼
室
井　
慶け

い
じ嗣

（
瑞
空
塾
田
島
）

小
学
６
年
生
男
女
個
人
形
・
第
３
位

▼
横
山　
雄ゆ

う
や也

（
瑞
空
塾
田
島
）

第
10
回
和
道
会
北
日
本
空
手
道
選
手
権

大
会
小
学
５
・
６
年
生
男
子
有
段
段
者

形
・
準
優
勝

▼
湯
田　
裕ひ

ろ
と登

（
瑞
空
塾
田
島
）

第
18
回
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権

大
会
中
学
１
年
生
の
部
個
人
形
・
優
勝

▼
長
谷
川　
亜あ

も
う孟

（
瑞
空
塾
田
島
）

第
８
回
東
北
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
空

手
道
選
手
権
大
会
男
子
個
人
組
手
５
部

６
部
・
優
勝

▼
湯
田　
浩こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
瑞
空
塾
田
島
）

第
69
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

柔
道
競
技
女
子
個
人
の
部
・
優
勝

▼
星　
ほ
の
か
（
若
松
商
業
高
3
年
）

第
８
回
全
日
本
中
学
女
子
軟
式
野
球
大

会
福
島
県
大
会
・
優
勝

▼
齋
藤　
百も

も
か加

（
福
島
ア
ブ
レ
イ
ズ
）

第
54
回
東
北
高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
・
第
３
位

▼
佐
藤　
ら
ん
（
花
巻
東
高
２
年
）

第
23
回
全
日
本
中
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
・
第
3
位

▼
君
島　
歩あ

ゆ
む武　

▼
酒
井　
　
仁じ

ん

（
福
島
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
Ｊ
ｒ.

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

第
43
回
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
東

北
決
勝
大
会
福
島
県
予
選
会

ト
ラ
イ
ア
ル
女
子
大
回
転
・
優
勝

▼
近
藤　
來く

れ
あ愛

（
南
郷
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ー
シ
ン
グ
）

Ｕ
―
10
女
子
大
回
転
・
優
勝

▼
湯
田　
陽ひ

な
の希

（
台
鞍
Ｈ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
レ
ー
シ
ン
グ
）

Ｕ
―
10
男
子
大
回
転
・
優
勝

▼
佐
藤　
　
峻し

ゅ
ん（

伊
南
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

Ｕ
―
12
男
子
大
回
転
・
優
勝

▼
菅
家　
煌こ

う
た大（

伊
南
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）
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２
０
２
３
ス
ー
パ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ゼ
ビ
オ

ス
キ
ー
大
会
小
学
男
子
の
部
・
優
勝

▼
湯
田　
天た

か
み
ち道（

台
鞍
Ｈ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
レ
ー
シ
ン
グ
）

第
66
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ

ー
大
会
ア
ル
ペ
ン
競
技

男
子
回
転･

優
勝

▼
湯
田　
健け

ん
し
ん心

（
田
島
中
３
年
）

女
子
大
回
転
・
優
勝

▼
湯
田　
姫ひ

め
る琉

（
田
島
中
３
年
）

第
76
回
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ス

キ
ー
競
技
会

成
年
男
子
Ｃ
大
回
転
・
優
勝

▼
湯
田　
賢け

ん
じ史（

田
島
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

成
年
男
子
Ａ
大
回
転
・
優
勝

▼
中
山　
紘こ

う
き樹（

南
郷
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

特
別
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
い
わ
て
八
幡
平
白
銀
国
体

成
年
男
子
Ａ
大
回
転
・
第
５
位

▼
菊
地　
朝あ

さ
と仁

Ｊ
Ｆ
Ａ
第
14
回
全
日
本
Ｕ
―
15
女
子
フ
ッ

ト
サ
ル
選
手
権
大
会
東
北
大
会
・
準
優
勝

▼
湯
田　
さ
く
ら　
▼
湯
田　
こ
は
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
ル
マ
ト
ス
）

２
０
２
３
年
Ｕ
17
世
界
選
手
権
レ
ス
リ

ン
グ
女
子
40
キ
ロ
グ
ラ
ム
級
・
優
勝

▼
阿
久
津
こ
は
る（
ふ
た
ば
未
来
中
３
年
）

第
16
回
全
国
社
会
人
ク
ラ
ブ
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

35
歳
以
上
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
第
3
位

▼
芳
賀　
沙さ

お
り織

（BC.G
randCru

）

第
69
回
福
島
県
発
明
展

一
般
の
部
・
福
島
県
知
事
賞

▼
湯
田　
　
哲

さ
と
し

第
９
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
福
島
県
大
会

中
学
生
の
部
・
優
勝

▼
細
井　
み
ず
保ほ

（
田
島
中
1
年
）

第
39
回
福
島
県
高
等
学
校
簿
記
競
技
大

会
団
体
の
部
・
優
勝

▼
大
橋　
怜れ

な奈
（
若
松
商
業
高
３
年
）

第
46
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
福
島

支
社
コ
ン
ク
ー
ル

幼
児
０
歳
～
４
歳
部
門
・
最
優
秀
賞

▼
保
科　
花は

な和
（
田
島
保
育
園
）

幼
児
５
歳
～
６
歳
部
門
・
最
優
秀
賞

▼
菊
地　
可か

ほ穂
（
田
島
保
育
園
）

第
68
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

小
学
２
年
生
毛
筆
の
部
・
書
き
ぞ
め
大
賞

▼
星　
　
華か

れ
ん恋

（
南
郷
小
２
年
）

中
学
２
年
生
毛
筆
の
部
・
書
き
ぞ
め
大
賞

▼
生
出　
遥は

る
か香

（
田
島
中
２
年
）

中
学
３
年
生
毛
筆
の
部
・
書
き
ぞ
め
大
賞

▼
星　
　
　
楓か

え
で（

南
会
津
中
３
年
）

令
和
５
年
度
第
１
０
７
回
書
教
展

高
校
毛
筆
の
部
・
読
売
新
聞
社
賞

▼
渡
部　
葉は

づ
き月

（
会
津
学
鳳
高
３
年
）

第
76
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会
高
等
学
校
部
門
Ｂ
グ
ル
ー
プ
・
香

川
県
知
事
賞

▼
塩
生　
健け

ん
た太

（
会
津
高
２
年
）

太
鼓
祭in

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

第
15
回
日
本
一
決
定
戦

組
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・
第
３
位

▼
會
津
田
島
太
鼓
「
鼓
狐
」

　
・
橋
本　
瑞み

ず
た
ま玲　

　
・
弓
田　
優ゆ

ら来

　
・
平
野　
　
蓮れ

ん　
　
・
星　
　
陽よ

う
た太

　
・
小
椋　
遥は

る
と翔　

　
・
勝
俣　
陽は

る
と斗

　
・
星　
　
侑ゆ

う
ご吾　

　
・
小
林
芽め

い

か
衣
花

　
・
菊
地　
昊そ

ら
り璃　

　
・
渡
部　
詩し

い
な奈

　
・
大
竹　
　
円ま

ど
か　

　
・
弓
田　
媛ひ

ま
り葵

　
・
湯
田　
華は

な凪　
　
・
齊
藤　
力り

き
お雄

　
・
小
椋　
結ゆ

い
と翔

第
12
回
東
北
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー

ル
・
第
３
位

▼
會
津
田
島
太
鼓
「
狐
ノ
刃
」

　
・
阿
久
津
桜お

う
か花　

　
・
大
竹　
楓ふ

う
か歌

第
68
回
福
島
県
た
な
ば
た
展
・
最
高
学

校
賞

▼
田
島
中
学
校
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新
教
育
長
に
４
月
１
日
付
で

新
教
育
長
に
４
月
１
日
付
で

  　
　
　
　

川
島

　
　
　
　

川
島
敬敬け

い
し
ょ
う

け
い
し
ょ
う章章

氏
が
就
任

氏
が
就
任

01
  informationinformation

　

3
月
31
日
付
け
で
星
英ひ

で
お雄

教
育
長
が

任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
３
月
に
行
わ
れ
た
令

和
６
年
第
１
回
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
、
4
月
1
日
付

け
で
新
た
に
、
川
島
敬
章
氏
（
川
島
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

川
島
氏
は
「
教
育
現
場
に
は
、
少
子

化
を
は
じ
め
と
す
る
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
、
次

世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
教

職
や
教
育
行
政
の
経
験
を
い
か
し
な
が

ら
、
町
の
教
育
の
充
実
・
発
展
に
寄
与

主な経歴

　・福島県教育庁南会津教育事務所指導主事
　・福島県教育庁総務領域人事管理グループ管理主事
　・福島県教育庁学校経営支援課管理主事
　・福島県教育庁いわき教育事務所業務次長兼学校教育課長
　・福島県郡山自然の家所長　　　・町立南郷第二小学校長
　・町立田島小学校長　　　　　　・人権擁護委員
　・南会津町いじめ問題対策連絡協議会委員長

川島 敬章  教育長（66）

【問合せ】　学校教育課  学校係  電話  0241-62-6300

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
９
年
３
月
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

  

町
税
が
コ
ン
ビ
ニ
で

町
税
が
コ
ン
ビ
ニ
で

  　

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

02
  informationinformation

　

４
月
１
日
以
降
に
発
行
さ
れ
る
町

税
の
納
付
書
か
ら
、
従
来
の
金
融
機

関
に
加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
（
コ
ン
ビ
ニ
）
等
で
納
付
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

休
日
や
夜
間
も
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
、
手
数
料
も

不
要
で
す
。

【
納
付
で
き
る
町
税
】

◆
個
人
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

◆
固
定
資
産
税

◆
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

◆
国
民
健
康
保
険
税

【
町
内
で
納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
等
】

　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

ー
ト
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
キ

オ
ス
ク
）
設
置
店
（
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
、

リ
オ
ン
ド
ー
ル
、
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
、

ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
）

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
ロ
ー
ソ
ン
や
ミ
ニ

　
ス
ト
ッ
プ
な
ど
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

注意事項

　次のような納付書は取扱いできません。
　・コンビニ取扱期限が過ぎた納付書
　・バーコードが印字されていない納付書
　・バーコード部分が汚れたり破れたりしている納付書
　・金額を訂正した納付書
　・納付書１枚の金額が 30 万円を超えている納付書

【問合せ】　税務課  収税係  電話  0241-62-6110
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役場からのお知らせ

  

多
言
語
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
制
度

多
言
語
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
制
度

  　
　
　

に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　

に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か

03
  informationinformation【

多
言
語
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
制
度
と
は
】

　

通
訳
が
で
き
る
方
や
外
国
人
支
援
に

関
わ
る
活
動
に
参
加
で
き
る
方
に
町
に

登
録
い
た
だ
き
、
活
用
依
頼
が
あ
っ
た

際
に
、
町
か
ら
登
録
者
を
紹
介
す
る
こ

と
で
、
地
域
住
民
と
外
国
人
と
の
多
文

化
共
生
に
向
け
た
町
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

【
登
録
条
件
】

　

15
歳
以
上
か
つ
町
内
で
の
活
動
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
と
し
ま
す
。

　【申込み・問合せ】
　　商工観光課  観光交流係
　　　　　　　　電話  0241-62-6200

➊
日
本
語
と
日
本
語
以
外
の
言
語
に
つ

　
い
て
日
常
会
話
以
上
の
会
話
能
力
を
有

　
す
る
方

➋
外
国
人
支
援
や
交
流
な
ど
の
活
動
に

　

か
か
わ
っ
た
実
績
が
あ
る
方

【
登
録
方
法
】

　

登
録
票
を
申
込
先
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
18
才
未
満
の
方
は

同
意
書
も
合
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
依
頼
し
た
い
方
】

　

左
記
申
込
み
先
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
み
に
応
じ
て
、
登
録
者
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

  

放
課
後
子
ど
も
教
室

放
課
後
子
ど
も
教
室

  　
　
　
　
　
　
　

を
開
設
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

を
開
設
し
ま
す
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放
課
後
に
児
童
が
無
料
（
一
部
実
費

負
担
）
で
参
加
で
き
る
放
課
後
子
ど
も

教
室
を
令
和
６
年
度
も
開
設
し
ま
す
。

　

町
内
６
つ
の
教
室
で
、
自
然
体
験
や

工
作
、
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

様
々
な
体
験
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
の
児
童
に
は
、
４
月
中
に
小
学

校
を
通
じ
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
参
加
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
の
活
動
を
見
守
る
指
導

員
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
も
募
集
し

て
い
ま
す
。興
味
や
関
心
の
あ
る
方
は
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　【申込み・問合せ】
　　生涯学習課  生涯学習係

電話  0241-62-5511　

指導員（有償ボランティア）について

年齢 ・資格 不問

活動日数 週１～２日（平日のみ）

活動時間 １日あたり３～４時間

謝礼 １時間当たり９００円

クッキング（舘岩小） さつまいも掘り（桧沢小） 町さんぽ（田島小）

その他

　　登録者と依頼者との間で業務
　内容や報酬などについて直接協
　議し、交渉成立した場合に実施
　してださい。必要に応じて契約
　等行ってください。

通訳や外国人
支援ができる方

内容や報酬
など直接協議

南会津町

通訳などの支援
を必要する方

登録 登録がある方
を紹介



162024.4 広報みなみあいづ

役場からのお知らせ

  

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

  　
　
　

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
　

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
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町
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
始
ま
り

ま
す
。

　

犬
の
登
録
が
お
済
み
の
方
に
は
、
日

程
表
と
問
診
票
を
個
別
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
注
射
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

❶
犬
が
妊
娠
・
病
気
等
の
場
合
は
、
必

　

ず
注
射
前
に
申
し
出
て
、
獣
医
師
の

　

指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

❷
犬
の
体
は
清
潔
に
し
、
安
静
状
態
で

　

連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必

　

ず
犬
を
抑
え
ら
れ
る
方
が
連
れ
て
き

　

て
く
だ
さ
い
。（
抑
え
ら
れ
な
い
場

　

合
は
注
射
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。）

❸
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
少
な
い
場
会
は
、

　

徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

❹
引
綱
（
リ
ー
ド
）
は
、
丈
夫
な
鎖
等

　

を
使
用
し
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う

　

点
検
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

❺
フ
ン
の
始
末
が
で
き
る
よ
う
、
ビ
ニ

　

ー
ル
袋
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

❶
注
射
会
場
で
も
犬
の
新
規
登
録
が
で

　

き
ま
す
が
、
注
射
会
場
は
混
み
合
う

　

た
め
、
登
録
に
時
間
が
か
か
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
登
録
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

❷
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　

受
け
た
場
合
は
、
注
射
済
証
明
書
を

　

町
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

   【申込み・問合せ】
環境水道課  環境衛生係　　　　  　電話  0241-62-6140
舘岩総合支所  振興課  農林建設係　電話  0241-78-3335
伊南総合支所  振興課  農林建設係　電話  0241-76-7717
南郷総合支所  振興課  農林建設係　電話  0241-72-2114

注射料金・新規登録料金

　　注射料金（１頭）　　3,250 円
　　新規登録料（１頭）　3,000 円
　※お釣りのないようお願いします。

  

町
産
材
利
用
住
宅
促
進
事
業

町
産
材
利
用
住
宅
促
進
事
業

  

補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
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町
で
は
、
町
産
材
の
地
産
地
消
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
町

産
材
を
使
用
し
て
住
宅
を
建
築（
新
築
・

増
築
・
改
築
）
す
る
方
を
支
援
し
ま
す
。

【
補
助
要
件
】

➊
新
築
、
増
築
ま
た
は
改
築
の
工
事
に
係 

　
る
契
約
を
申
請
日
前
ま
で
に
締
結
し
、

　
今
年
度
内
に
住
宅
引
受
が
で
き
る
こ
と

➋
町
内
に
住
所
が
あ
る
方
ま
た
は
竣
工

　

後
の
住
所
登
録
が
確
約
で
き
る
方

❸
住
宅
の
所
有
者
で
あ
り
、
か
つ
竣
工

　

か
ら
５
年
以
上
居
住
す
る
こ
と

❹
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
で
あ
る

　

こ
と

※
併
用
住
宅
は
、
延
べ
床
面
積
の
２
分

　

の
１
以
上
が
専
用
住
宅
で
あ
る
こ
と

❺
新
築
は
５
㎥
以
上
、
増
築
及
び
改
築

　

は
２
㎥
以
上
の
町
産
材
を
使
用
す
る

　

こ
と

【
補
助
金
額
】

　
使
用
す
る
町
産
材
１
㎥
当
た
り
5
万

円
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
限
度
額
】

　

１
戸
当
た
り
１
０
０
万
円

　【申込み・問合せ】
　　農林課  林業振興係
　　　電話  0241-62-6220

※
新
築
、
増
築
ま
た
は
改
築
と
併
せ
て

　

薪
ス
ト
ー
ブ
を
１
台
以
上
設
置
す
る

　

場
合
は
、20
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

【
提
出
書
類
】

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

➊
住
民
票
（
発
行
日
か
ら
３
か
月
以
内

　

の
も
の
）

➋
契
約
書
の
写
し

➌
位
置
図
、
平
面
図
、
立
面
図
、
使
用

　

す
る
木
材
の
全
体
の
数
量
及
び
町
産

　

材
の
数
量
が
分
か
る
木
割
表
、
併
用

　

住
宅
は
延
床
面
積
の
内
訳
が
分
か
る

　

資
料

➍
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
場
合
は
二

　

次
燃
焼
構
造
を
有
し
て
い
る
事
が
わ

　

か
る
カ
タ
ロ
グ
の
写
し
等

➎
納
税
証
明
書

申請受付期間
４月17日～４月30日
５月13日～５月24日
７月８日～７月 19 日

10 月７日～ 10 月 18 日
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まちの話題

　3月31日をもって、49年の永きにわたり、町民の生命
と財産を守るため消防活動にご尽力された町消防団の
星慶

けいいち

一団長（高野）が勇退されました。
　昭和50年１月に消防団へ入団以来、分団長、副団長
を歴任され、平成30年には団長に就任。山岳救助隊の
発足や、コロナ禍で制限ある中でも活動できることを
模索し、自らが先頭に立ち、数々の活動を実践されま
した。
　３月29日には辞令交付式が行われ、星前団長は「消
防団員はいつでも町の防災リーダーです。後任の団長
を主軸に全団員が心を一つにし、有事の際に活躍され
ることを期待しています。また、任期中の職務を全う
できたのは団員の皆さんのご協力のおかげです。心よ
り感謝します。」とあいさつされました。
　また、同日に能登半島地震の被災地支援として、町
消防団で義援金の募集を行い、集まった義援金を星前
団長が渡部町長へ手渡ししました。
　そして、４月1日には町消防団の児山孝

たかよし

美さん（長野）
が団長として任命されました。

町消防団の星慶一団長が退任

意と指導力で消防団を牽引熱

渡部町長より辞令交付受ける星前団長

左から、児山新団長、星前団長、渡部町長

　３月31日、星英雄教育長が任期満了に伴い退任されまし
た。星教育長は、平成27年４月に教育長に就任。就任と同
時に、新教育委員会制度が施行され、本町の教育行政の責
任者として、教育行政はもちろんのこと、町政に関しても
教職や教育行政での経験をいかし、様々な場面でご尽力い
ただきました。
　特に、全校の冷暖房設備や、特別支援教育支援員 ・学習
支援教員などを配置することで小規模校の良さをいかした
学習環境の整備を進めたほか、ICT教育の支援や英語教育
の充実など、時代に即した教育行政の推進に手腕を発揮。
　また、令和２年から続いた新型コロナウイルス感染症へ
の対応では、多くの学校行事の中止や新しい生活スタイル
への適応など様々な困難に直面することとなりましたが、
３期９年におよぶ職責を全うされました。
　3月29日の退任式では「教育長という重責を務めることが
できたのは、皆さまのご支援とご協力があったからだと感
じています。本当にありがとうございました。これからも
町の未来を担う子どもたちのために微力ながら尽力してい
きたいと思います」とあいさつされました。

退任された星英雄教育長

星英雄教育長が退任

世代を担う人材育成のために時

退任式の様子
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　２月26日、みなみあいづ森と木の情報・活動ステー
ション「きとね」にて「南会津町と双日株式会社との
持続可能な地域創造に関する連携協定」の締結式が行
われました。
　本協定は、里山の間伐と植樹により、里山を保全し
て価値ある再生利用が可能な樹木を育成することで、
近年の劇的な気象状況の変化に耐えうる安全な生活環
境の確保と自然環境の保護および持続可能な林業や地
域経済の実現を目的としています。
　今回の協定締結を機に、南会津町の森林資源と双日
の持つ商品の販売ノウハウやネットワークを結びつけ、
林業をとりまく産業や文化を再興させ、雇用の創出や
企業の誘致を推進し、人が留まり・人が集まる町づく
りに取り組むこととなります。
　協定式では、渡部町長と金武達

たつひこ

彦執行役員自動車本
部長が協定書を取り交わしました。
　金武執行役員は「南会津町の豊かな森林資源を活用
し、地域の課題解決につなげたい」とあいさつされま
した。

双日と里山保全に関する連携協定を締結

続可能な林業の実現を目指す持

左から渡部町長、金武執行役員

　【双日株式会社とは】
　　160 年以上にわたり多くの国と地域の発展
　を、ビジネスという側面からサポートし、現
　在も国内外約 400 社の連結対象会社とともに、
　世界の様々な国と地域に事業を展開する総合
　商社として幅広いビジネスを展開しています。
　　本町においては、令和４年度よりクロモジ
　の栽培を行っており、これまでに 15,000 本を
　植樹しています。

　３月18日、福島学院大・福島学院大短期学部と南会
津高校、南会津町とで連携協定を締結しました。
　この協定により、３者が教育や研究、学習支援で連
携し、学校教育の振興並びに地域社会の発展と人材育
成に取り組むこととなります。
　また、本町でのフィールドワークで地域課題を探り、
賑わい創出に向けた事業も実施予定です。

福島学院大・南会津高校と連携協定

会津で豊かな学びを南

左から、福島学院大の桜田葉
よ う こ

子学長、渡部町長、
南会津高校の髙橋校長

　３月22日、「自分の体は自分で守る！」をスローガン
に、介護予防運動を推進する「介護予防運動を実践する
会（湯田恭

やすゆき

之会長）」が、来庁されました。
　能登半島地震の被災地の１日も早い復旧・復興とい
う思いを込め、募金箱に集まった義援金を渡部町長に
手渡されました。義援金は、日本赤十字社福島県支部
を通じて、被災者の支援にあてられます。

介護予防運動を実践する会が義援金

災地の一日も早い復旧・復興を被

左から、湯田会長、渡部町長、事務局の渡部政
まさあき

昭さん
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まちの話題

　３月６日、令和５年秋の褒章において、瑞宝単光章
を受章された大山道

みちあき

明さん（道城）の伝達式が伊南総合
支所で行われました。
　大山さんは昭和52年に旧伊南村消防団に入団。34年
余の永きにわたり熱意と真心をもって消防活動に携わ
り、消防団発展のため尽力され、分団長として団員の
指導あたるなど、地域のために貢献いただきました。

秋の褒章　瑞宝単光章を受章

防精神を次世代に引継ぎ消

左から、渡部町長、大山さん、深谷振興局長、

　３月18日、標記激励会が開催され、一般曹候補生と
し、海上自衛隊横須賀地方隊地域に入隊が予定されて
いる若松商業高校の星ほのかさんへ、町自衛隊協力会
(阿部保

やすのり

憲会長)から激励金が手渡されました。
　出席された方々から激励を受けた星さんは、感謝の
言葉と「何事にも責任を持ち責務に全うしていきたい」
と抱負を述べられました。

自衛隊入隊予定者激励会

を守る使命にまい進国

前列左から、阿部会長、佐藤副町長、星さん、
自衛隊福島地方協力本部栗木本部長

　３月22日、駒止湿原の環境保全のために活用してほ
しと、町内の企業が町に対して、100万円を寄付され
ました。
　寄付は、昨年に引き続き２回目のことであり、老朽
化が進んでいるの木道整備や、案内板設置など駒止湿
原の環境保全のための貴重な財源としてご活用させて
いただきます。

町内企業から匿名の寄付

山植物が自生する湿原を守るため高

　冬の間、南郷体育館において舘岩 ・伊南 ・南郷地域
の５歳から小学校６年生を対象に全６回、トランポリ
ン体験教室を開催しました。参加した68名の子どもた
ちは、中島功

のりやす

泰先生（下山）の指導のもと、真剣に楽し
く取り組んでいました。この教室は、TOTO(日本スポー
ツ振興センター )のスポーツ振興くじの助成を受け、
子たちの体力の向上を目的に実施しました。

トランポリン体験教室を実施

さに負けない体づくり寒

初夏 ・一面に咲くワタスゲ
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まちの話題

田島保育園

舘岩幼稚園

びわのかげ保育所

伊南保育所

南郷保育所

暁の星幼稚園

田部原保育所

　３月中旬、町内の各保育園（所）・幼稚園にて、卒園式・
満了式が挙行されました。
　合わせて75人の子どもたちが、先生方や保護者の方
に見守られながら、たくさんの思い出が詰まった園舎
を巣立ちました。各園では、息の合った歌声で卒園の
歌を歌う姿や、堂々と証書を受け取る姿が。保護者の
方々は、成長した我が子の姿を目に焼き付けていました。

卒園式・満了式が挙行

い出の園舎巣立つ思
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 くらしの
 　 情報

「福島県防災ポータル」で
災害に備えましょう！

　福島県では、県民の皆さまが、災
害情報や防災情報を簡単に確認し、
迅速な避難をしていただけるように、
新しいポータルサイト「福島県防災
ポータル」を公開しました。
　「福島県防災ポータル」では、最新
の気象情報、道路規制情報や河川の
水位情報（ライブカメラ画像含む）、
避難情報や避難所開設情報などが地
図上に分かりやすく表示され、早め
の避難に役立てていただけます。

【確認方法】
　Webで「福島県防災ポータル」と検
索するか、次のＱＲコードからアク
セスしてください。
問合せ　福島県  危機管理課
電　話　024-521-7194

　こしあぶらの出荷制限解除を進め
るためには、町内でまんべんなく60
検体の採取を行い安全を確認する必
要があります。
　しかし、採取実績が不足している
ことから、採取にご協力をお願いし
ます。

【採取について】
　１箇所あたり可食部で300g～１㎏
の検体採取をお願いします。
※自身の土地であるか土地所有者の
　同意を得る等、問題ない箇所から
　の採取をお願いします。
※車で移動して、山に入った箇所で
　１番多く採取した付近を１箇所と
　して下さい。

【採取したら】
　南会津農林事務所  森林林業部（合
同庁舎4F）まで持参ください。採取
箇所を教えていただきます。
※初回のみ、県から検体採取料の振
　込を受ける通帳を持参ください。
※大きなゴミ等を取り除き、傷まな
　いよう留意をお願いします。
※１箇所から１㎏以上の採取があっ
　た場合等は返却します。

検体採取料　3,843（円/㎏）税込み
その他　詳細は下記問合せ先までご
　　　　連絡ください。
問合せ　南会津農林事務所
　　　　森林林業部　林業課
電　話　0241-62-5375

こしあぶらの検体採取のお願い

　御蔵入交流館落成20周年記念とし
て、これまでの公演記録やポスター
等を展示しています。
　また、今後、希望する公演をリク
エストとして同会場で募集していま
すので、ぜひお立ち寄り頂きご応募
ください。

期　間　５月１０日（金）まで
場　所　御蔵入交流館
　　　　南会津町文化ホール前
問合せ　生涯学習課  芸術文化係
電　話　0241-62-6311

南会津町文化ホール自主公演
のアーカイブ展示開催中

　福島県では、県民の皆さまが災害
に備え、災害情報や防災情報を入手
し、迅速な避難行動に繋がるよう、「福
島県防災アプリ」を制作しました。

【主な機能】
■各種防災情報のお知らせ
　避難情報や気象情報など、各種防
災情報をプッシュ通知でお知らせし
ます。
■防災マップの閲覧
　土砂災害、洪水、津波等のハザー
ドマップなどを表示でき、自身がい
る場所の危険性を確認できます。
■避難所の検索
　現在地周辺の指定避難所、指定緊
急避難場所の自動検索ができ、避難
行動を支援します。
■安否登録・確認
　グループ登録をしたユーザー同士
で位置情報を共有し、安否状況や避
難状況を登録・確認できます。
■避難計画の作成
　防災ガイドブックの閲覧、自分に
合った避難計画「マイ避難シート」を
作成できます。

【ダウンロード方法】
　Webで「福島県防災アプリ」と検索
してください。
問合せ　福島県  危機管理課
電　話　024-521-8651

「福島県防災アプリ」が
完成しました！

福島県防災アプリのイメージ

参考資料

福島県防災ポータル　　
　　　　　　はコチラ▶
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　「下級生のみんなに授業をしてみたい」という６年
生の声から、低学年には国語「本の読み聞かせ」を、
中学年には体育「ポートボール」の授業を行うこと
に。授業中は本当に嬉しそうで「こんな６年生に自
分もなりたい」という声も聞かれました。舘岩小を
優しくリードしてきた６年生の姿が下級生へと引き
継がれていくことを確信した瞬間でした。

３月 13 日　６年生による「授業」

６年生から教えてもらったもの

舘岩小学校

　第150代目の６年生10名を送る会が行われました。
運動会や夏祭りなどの行事での活躍もすばらしいも
のでしたが、優しく、おだやかに下級生の世話をし
たり、学校のために毎朝ボランティア活動をしたり
する日々の姿がとても素敵な６年生でした。この日
は下級生から感謝の気持ちが伝えられました。あり
がとう、６年生！「心一つに荒海魂！」

3 月 5 日　６年生を送る会

ありがとう、６年生！ See you!

荒海小学校

　町内各学校の日常や、児童 ・生徒の表情を紹介
するコーナーです。学校ごとに毎月一つ旬な情報
をお届けします。下記ＱＲコードからも各学校
の情報を発信していますので、ご覧ください。

学び舎学び舎

   スケッチ   スケッチ

町立学校
ポータルサイト

福島県立
南会津高等学校

本校舎

福島県立
南会津高等学校

南郷校舎

　今までお世話になった６年生に気持ちよく、桧沢
小学校を卒業してもらおうと、５年生が企画し、み
んなで楽しく６年生クイズなどをして、楽しく過ご
すことができました。６年生からも、すてきな歌の
プレゼントを贈っていただきました。４月からは離
ればなれになりますが、桧沢小のみんなは、いつま
でも応援しています。

3 月 7 日　6 年生を送る会

ありがとう　6 年生

桧沢小学校
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学び舎スケッチ

　６年生を送る会では、メッセージを贈ったり、ミ
ニゲームをしたりと６年生と楽しい時間を過ごしま
した。
　５年生が企画・運営をするのは初めてでしたが、
全校生の笑顔や歓声を聞いてひと安心。６年生、こ
れからの田島小学校は、ぼくたち、わたしたちに任
せてください。

３月８日　６年生を送る会

ぼくたち、わたしたちに任せて！

田島小学校

　６年生を送る会を、下級生が中心となって行いま
した。
　会では、毎日の集団登校や清掃活動などで、やさ
しく下級生の面倒を見てもらい、お世話になった６
年生へ在校生から感謝の気持ちが伝えられました。
別れが惜しくて涙を流す子もおり、気持ちが伝わる
すてきな送る会となりました。

３月１日　6 年生を送る会

６年生へ感謝を伝える

南郷小学校

　今年度、卒業する児童は６名。その６年生と過ご
す時間が残り２週間となった３月８日に、５年生が
中心となって企画した６年生を送る会を行いました。
　６年生からは、下級生へ感謝の気持ちを込めた木
製テーブルを贈りました。６年生が卒業していくこ
とに寂しさも感じながら賑やかに心温まる時間とな
りました。

３月８日　６年生を送る会

６年生と最後の思い出作り

伊南小学校

　全校生が体育館に集まり、６年生を送る会を実施。
１～４年生が６年生のために案内状を作成したり、
会場を装飾したりしました。また、５年生が企画・
運営を行い、当日の進行も務めました。
　ゲームや歌、プレゼント贈呈などを行い、全校生
で楽しみました。６年生に向けて全校生が感謝の気
持ちを伝えた、すてきな時間となりました。

２月 29 日　６年生を送る会

あたたかい雰囲気に包れる

田島第二小学校
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　卒業式を挙行しました。式前日、在校生は素晴ら
しい卒業式になるようにと、一生懸命準備にあたり
ました。
　みんな凛々しい表情で式に臨み、特に３年生は主
役にふさわしい立派な姿を見せてくれました。涙す
る場面もありましたが、旅立ちにふさわしい日にな
りました。

３月 13 日　卒業式

旅立ちの日

田島中学校

　卒業式前日。校庭から賑やかな声が。ふっと校庭
に目をやると、写真のような文字が刻まれていまし
た。今年度本校から巣立つ６名の卒業生に向けて、
１・２年生がお昼休みの時間や美術の時間をいただ
いて、みんなで協力し、声を掛け合いながら完成さ
せた、感謝の思いを込めて描いたメッセージをご覧
ください。

３月 12 日　校庭に刻む卒業生への思い

思いを込めて

舘岩中学校

　今年度は例年よりバージョンアップし、１・２年
生で一緒に企画を考えました。３年生や先生方にま
つわる学校クイズや漫才、コント、参加型ゲーム、
思い出スライドショーなど、心温まる素敵な５０分
間となりました。１・２年生が感謝を伝えるだけで
なく、３年生が後輩たちに感謝を伝える姿を見て、
よき伝統と、子どもたちの絆の強さを感じました。

３月８日　３年生を送る会

３年生に感謝の気持ちを込めて

南会津中学校

　４年ぶりに来賓の方々をお招きし、厳粛且つ盛大
に荒海中学校第77回卒業証書授与式が行われまし
た。卒業生、在校生、教職員ともにマスクを外し、
互いの表情が見える式となりました。呼名に対する
返事、式辞、式歌のすべてが、３年間で培った「荒
中魂」を見事に体現する感動的な姿であり、晴れや
かな表情で学び舎を巣立っていきました。

３月 13 日　「卒業証書授与式」

令和５年度「荒中魂」完結！

荒海中学校
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学び舎スケッチ

　新しい南会津高校最初となる令和５年度第１回卒
業証書授与式が行われ、22名の生徒がめでたく卒業
となりました。今年は感染症対策を取った上で通常
の卒業式に近い形での実施となり、２年生は先輩方
の晴れ姿を見守っていました。これまでご支援いた
だいた保護者の皆さまと地域の方々に深く御礼申し
上げます。

３月１日　卒業証書授与式

新校初めての卒業式

南会津高等学校（南郷校舎）

　統合後、初めて行われた今回の卒業式は、第１回
としてカウントされます。タイトルにある「73」は、
旧田島高校時代の卒業式の回数であり、本校の歴史
に新たな１ページが書き加えられました。コロナ禍
という暗闇を力強く乗り越えた35人の卒業生の想い
が込められたバトンは、後輩たちへと引き継がれま
した。「皆さんの未来に幸多かれ」と祈ります。

３月１日　第一回卒業証書授与式

73 ＋１＝新しい伝統   誇りと希望を胸に

南会津高等学校（本校舎）

図書館へ行こう！

【問合せ】   南会津町図書館  電話  0241-62-5522

開館時間 ：午前10時～午後６時
　　本の検索や予約、貸出状況の確認▶

■子ども読書週間関連事業
開催期間 ：４月23日（火）～５月６日（月）まで
　➊たくさん読もう・チャレンジ
　　中学生以下の方で、期間内10冊の読書を達成した
　場合、粗品をプレゼントいたします。
　➋春のリサイクル市
　　図書館で廃棄する図書を無償で提供します。

■わくわくとしょかんワーク
　➊おはなし会（隔月開催）
　　絵本の読み聞かせを行います。
　　　日　時 ：４月20日（土）11時～ 11時30分頃
　　　場　所 ：図書館内「おはなしコーナー」
　➋えいが会（年２回開催）
　　無料でご覧いただけます。ぜひご来場ください。
　　　日　時 ：５月５日（日）
　　　こども向け（30分程度）　①11時～　②14時～
　　　大人向け（２時間程度）　①15時～

４月 ５月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ 1 2 3 4

７ ８ ９ 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11

14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18

21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25

28 29 30 26 27 28 29 30 31

図書館  休館日カレンダー　（■が休館日）

■特別整理期間（蔵書点検）に伴う休館のお知らせ
　特別整理期間 ：５月７日（火）～ 17日（金）まで
　　期間中の図書の返却は、返却ポストへ、CD,DVD
　は１８日以降にカウンターにお持ちください。
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　　ご意見 ・ご要望はコチラまで　
　　　　　　　　商工観光課  電話  0241-62-6200
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加
す
る

機
会
が
あ
れ
ば
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
望
遠
鏡
で
銀
河
を
観
察
す
る
と
き

は
、
街
灯
に
じ
ゃ
ま
さ
れ
な
い
暗
い
夜

空
が
条
件
で
す
。
南
会
津
町
の
星
空
は

銀
河
を
観
察
す
る
に
も
好
適
な
環
境
で

す
。

国立天文台

しし座にある銀河の集団 望
遠
鏡
で
見
る
銀
河
は
、
は
っ
き

り
見
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、そ
こ
に
も
数
千
億
個
の
星
が
あ
り
、

中
に
は
文
明
を
発
展
さ
せ
た
生
物
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
想
像
を

し
な
が
ら
望
遠
鏡
を
の
ぞ
く
と
、
広
大

な
宇
宙
の
中
の
自
分
に
気
づ
き
、
特
別

な
気
持
ち
に
浸
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
は
肉
眼
で
は
見
え
な
い
星
の

お
話
で
し
た
。
春
の
星
座
の
観

察
は
、
何
億
光
年
も
先
か
ら
や
っ
て
く

る
、
見
え
な
い
銀
河
の
光
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

た
じ
ま
天
文
同
好
会　

古
川　

晃
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森
も り

林の声
を聴く

木
の町

みなみあいづ

特別号

　日本の森林は国土の約7割を占めており、環境保全や防災、水の
浄化など、様々な場面で私たちの暮らしを支えています。
　しかし、担い手不足などにより、手入れ不足の森林が増えている
のが現状です。このような中、令和元年度に市町村による森林整備
等のための新たな財源として国による 「森林環境譲与税」の譲与が
スタートしました。

税 令和５年度まで 令和６年度以降

国税 森林環境税 － １，０００円

個人住民税

均等割

町民税均等割 ３，５００円 ３，０００円

県民税均等割 ２，５００円 ２，０００円

計 ６，０００円 ６，０００円

　

令
和
６
年
度
、
町
で
は
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
次
の
事
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
森
林
整
備
】

◆
搬
出
間
伐
促
進
事
業

　

町
内
の
私
有
林
人
工
林
に
お
け
る
間

伐
に
よ
る
森
林
整
備
の
推
進
の
た
め
、

搬
出
材
積
に
応
じ
て
１
ha
あ
た
り
50
万

円
～
60
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

◆
林
道
等
維
持
集
落
活
動
支
援
事
業

　

地
域
住
民
が
行
う
林
道
の
維
持
管
理

に
要
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
実
施
後
、
3
年
以
内

で
森
林
施
策
を
実
施
す
る
も
の
し
ま
す
。

【
人
材
育
成
・
確
保
】

◆
労
働
安
全
衛
生
推
進
事
業

　

労
働
安
全
装
備
品
の
購
入
や
安
全
衛

生
講
習
の
受
講
に
要
す
る
費
用
を
一
部

補
助
し
ま
す
。

◆
林
業
従
事
者
就
業
奨
励
事
業

　

町
外
か
ら
町
内
の
林
業
事
業
体
に
新

た
に
就
業
し
た
林
業
従
事
者
に
、
一
律

20
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

◆
林
業
関
係
作
業
安
全
基
礎
講
習
会
事
業

　

林
業
機
械
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
と
と

も
に
、
町
の
森
林
整
備
の
促
進
に
寄
与

す
る
た
め
基
礎
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
木
材
利
用
】

◆
駒
止
湿
原
、
宮
床
湿
原
、
ひ
め
さ
ゆ

　
り
群
生
地
木
道
改
修
事
業

　

湿
原
を
守
る
た
め
、
町
内
湿
原
等
の

木
道
を
改
修
し
ま
す
。

◆
木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
事
業

　

地
域
で
木
育
を
推
進
し
て
い
く
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

【
普
及
啓
発
】

◆
林
産
業
Ｐ
Ｒ
事
業

　

町
内
の
林
産
業
の
魅
力
を
発
信
す
る

た
め
、南
会
津
林
業
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◆
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
開
催

　

町
の
地
域
資
源
や
自
然
、
森
林
の
魅

力
を
見
つ
め
な
お
す
き
っ
か
け
づ
く
り

の
た
め
、
移
動
型
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を

開
催
し
ま
す
。

◆
木
の
絵
本
製
作
事
業

　

町
産
ス
ギ
を
活
用
し
た
木
の
絵
本
を

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
作
り
上
げ
、
木

材
利
用
の
普
及
促
進
に
貢
献
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事業の詳細について

　森林環境譲与税は、子ども
たちと町の未来のため、大切
に活用します。
　事業に関する詳細は、町ホ
ームページや公式 LINE 等で
随時お知らせします。

　【森林環境税の課税に関する問合せ】
　　税務課  町税係  電話  0241-62-6110
　【森林環境譲与税の活用に関する問合せ】
　　農林課  林業振興係  電話  0241-62-6220

これまでの使途　　
　　　状況はコチラ▶
　（町ホームページ）

　森林環境税は、国内に住所のある個人に対して課税される国
税であり、市町村において個人住民税均等割と併せて 1 人年額
１，０００円が徴収されます。
　その税収は国から市町村・都道府県に「森林環境譲与税」と
して配分され、森林整備などに活用されます。
　個人町・県民税の均等割は、東日本大震災復興基本法に基づき、
平成 26 年度から令和５年度までの 10 年間、年額１，０００円

（町５００円、県５００円）が臨時的に引き上げられ、賦課徴収
されていました。令和６年度からはこの臨時措置が終了し、新
たに森林環境税が課税されます。

森林環境税の詳細について　
　　　　　　　　はコチラ▶

（林野庁ホームページ）

令和６年度から森林環境税の課税が始まります。
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文
芸
ご
よ
み

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

白
木
蓮
待
受
画
面
を
模
様
替
え　
　
　
　
　
　
　

星　
　

柳
山

　

子
も
孫
も
他よ

そ所
な
り
独
り
雛
飾
る　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
弧
庵

　

連
な
り
て
会
津
嶺
越
ゆ
る
帰
雁
か
な　
　
　
　
　

湯
田　

畊
道

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

解
か
れ
て
一
隅
飾
る
竹
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

良

　

皿
に
溶
く
絵
の
具
の
匂
い
春
の
雪　
　
　
　
　
　

馬
場　

忠
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

卒
業
子
来
賓
泣
か
す
答
辞
か
な　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

里
美

　

春
暁
や
空
の
白
み
て
樹
々
の
影　
　
　
　
　
　
　

平
野
恵
美
子

鴫
山
短
歌
会

　

親
ゆ
ず
り
相
撲
大
好
き
熱
戦
を

　
　
　
　
　
　

生
で
見
た
い
よ
東
京
場
所
で　
　
　

中
谷　

秀
子
（
滝
原
）

　

肌
寒
く
感
じ
た
朝
は
寝
坊
決
め

　
　
　
　

子
に
寄
り
そ
い
て
し
ば
ら
く
温ぬ

く

む　
　
　

古
川
千
恵
子
（
新
町
）

　

酒
粕
で
煮
付
け
し
鮭
の
味
付
け
は

　
　
　
　

在
り
し
日
の
母
に
い
ま
だ
及
ば
す　
　
　

星　
　

里
美
（
東
町
）

　

雪
わ
れ
の
間
に
の
ぞ
く
ふ
き
の
と
う

　
　
　
　

春
の
お
と
ず
れ
待
ち
き
れ
な
い
と　
　
　

丸
山　

陽
子
（
川
島
）

作り方　

❶ ほうれん草は茹でて水さらしをして水気を絞り、４

　 ㎝長さに切り揃えておく

❷ 玉ねぎはみじん切りにしてから、水さらしをして水

　 気を絞り、ロースハムはみじん切りにしておく

❸ ほうれん草は立てて盛りつけて酢・しょう油・砂糖

　 ごま油を合わせてかける

❹ 玉ねぎとハムを盛り付けて完成

　　ほうれん草の　　ほうれん草の
　　　　中華風サラダ　　　　中華風サラダ

栄養価（１人分）

エネルギー　　49kcal

たんぱく質　　  3.0ｇ

脂質　　　　　  2.7ｇ

炭水化物　　　　3.6ｇ

塩分相当量　　  0.4ｇ

材料（４人分）

ほうれん草　　　　　　１束

玉ねぎ　　　　　　　  40g

ロースハム　　　　　  40g

酢　　　　　　　　大さじ１

しょう油　　　　大さじ1/2

砂糖　　　　　　　小さじ１

ごま油　　　　　　小さじ１

栄養士監修コラム 

今月の健康レシピ今月の健康レシピ

 今月の野菜　ほうれん草

日　程 病院名 電話番号

４月14日 舘岩愛輝診療所 0241-78-8688

４月21日 耳鼻咽喉科あべクリニック 0241-62-8733

４月28日 只見町朝日診療所 0241-84-2221

４ ・５月の日曜当番医 日　程 病院名 電話番号

５月５日 きむらクリニック 0241-62-5576

５月12日 佐藤医院 0241-67-2134

５月19日 髙橋医院 0241-62-0040

５月26日 芳賀医院（下郷町） 0241-67-2128

※午前中のみの診察となります。ご注意ください。

　ほうれん草は、野菜の中で鉄分が最も多く、鉄分の吸

収を助けるビタミンCも豊富に含まれています。その他

にも、ビタミンE、ビタミンKなどビタミン類も多く、

さらに葉酸、食物繊維も豊富なので、非常に栄養価の高

い野菜です。
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３月 会議 ・行事名
１ 南会津高等学校卒業式
２ 南会津町教育委員会表彰式
３ 国道118号小沼崎バイパス開通式
４ 第22回尾瀬国立公園協議会／課長会議
５ 長野区長、山口郵便局長来訪
６ 令和５年秋叙勲受章伝達式
7 第１回町議会定例会（初日）
８ さいたま市舘岩少年自然の家所長来訪

渡部町長の公務百景 （ № 23 ）
※町長の公務を報告するコーナーです。

今月号の目次

　Ｐ２ ：令和６年度南会津町政施政方針 ・主要施策
　Ｐ８ ：令和６年度当初予算概要
　Ｐ10 ：令和６年度町職員配置表
　Ｐ12 ：令和５年度南会津町教育委員会表彰式
　Ｐ14 ：役場からのお知らせ
　　　　　新教育長に川島敬章氏が就任　　　　など（６件）

　Ｐ17 ：まちの話題
　　　　　星英雄教育長が退任　　　　　　　　など（10件）

　Ｐ21 ：くらしの情報
　　　　　こしあぶらの検体採取のお願い　　　など（５件）

　Ｐ22 ：学び舎スケッチ
　　　　　町内各学校の日常をご紹介、図書館へ行こう！

　Ｐ26 ： 星空浴のすすめ
　Ｐ27 ： 木の町みなみあいづ
　Ｐ28 ：文芸・戸籍など
　　　　　休日当番医、健康レシピ、文芸ごよみ、
　　　　　渡部町長の公務百景、戸籍の窓口、編集後記

　Ｐ30 ：Only One
　　　　　渡部純平さん、今月号の表紙、４月の納税こよみ

◆広報担当でなければ、入れない場所、撮ることができないア
　ングルがあります。そこで出会った景色や瞬間を伝えられる
　よう３年目も頑張りたいと思います。
◆さて、保育所の満了式に取材でお邪魔した際に、子どもたち
　の歌う姿に目頭が熱くなりました。自分の節目の式では、涙
　腺が緩んだことすらない私ですが、年を重ねたからでしょう
　か。はたまた、花粉症のせいでしょうか。
　　ご意見 ・ご要望はコチラまで　　　

総合政策課　馬場貴大　kouhou@minamiaizu.org

編集後記

戸籍の窓口 （２月23日～３月22日）
※上記期間の届け出のうち、承諾のあったものを掲載しています。

９ 田島保育園卒園式
12 第１回町議会定例会（２日目）
13 第１回町議会定例会（３日目）／中学校卒業証書授与式
14 第１回町議会定例会（４日目）
15 第１回町議会定例会（５日目）
18 福島県土地改良事業連合会理事会・総会
22 小学校卒業証書授与式
25 田部原保育所満了式／野岩鉄道㈱第163回取締役会
26 南会津保健福祉事務所長訪問／南会津会理事会
27 福島県庁訪問
28 第156回会津鉄道㈱取締役会

29 退職・派遣職員辞令交付式／教育長退任辞令・退任式
南会津地方環境衛生組合・南会津会退職職員辞令交付式

「戸籍の窓口」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
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２
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福
島
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会
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南

会
津

町
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島
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後
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甲
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地
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 電

話
  0241 - 62 - 6210　

／
　

FAX  0241 - 62 - 1288
４

月
号

   №
217

令
和

６
年

４
月

10日
発

行

南会津町の人口

   世帯数　6,243 世帯数　6,243世帯（-79）世帯（-79）    総人口　13,507 総人口　13,507人（-175）人（-175）    男　6,641 男　6,641人（-105）人（-105）    女　6,866 女　6,866人（-70）人（-70）

※ 令和６年４月１日現在（　）内は前月比※ 令和６年４月１日現在（　）内は前月比

   ■ 今月号の表紙

　18ページでもご紹介しまし
た田部原保育所での満了式。
　保育所を巣立つ子どもたち
が一生懸命に別れの歌を歌う
姿に感動し、泣きそうになり
まがら撮影した１枚を表紙と
しました。

ふるさと納税
▼

町公式ＨＰ
▼   ■ ４月の納税こよみ

    町県民税  　　　　　（　ー　）
    固定資産税 　　　　 （　ー　）
    国民健康保険税　　  （　ー　）
    介護保険料 　　　　 （　ー　）
    後期高齢者医療保険料  （　ー　）
    国民年金保険料 　　 （３月分）

納期限　　　　４月１日（月）
休日納税相談　４月28日（日）
      8:30~12:30（本庁のみ開催）

Only One
Vol. 35

  渡部  純
じゅんぺい

平  さん (中荒井)

　　　伝統を引き継ぎながら
　　　　　　　　遊び心を大切に―

　

父
の
渡
部
謙け
ん
い
ち一

さ
ん
が
14
代
目
の
蔵
元

を
務
め
る
開
当
男
山
酒
造
に
入
社
し
て
3

年
と
な
る
渡
部
純
平
さ
ん
。

　

東
京
農
業
大
学
醸
造
科
学
科
で
、醸
造
・

発
酵
の
伝
統
技
術
に
、
最
先
端
の
科
学
を

加
え
た
知
識
と
技
術
を
修
得
。卒
業
後
は
、

東
京
で
３
年
間
酒
類
販
売
を
行
う
企
業
で

務
め
、市
場
把
握
や
提
案
力
な
ど
を
磨
き
、

帰
郷
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
「
日
本
酒
ブ
ー
ム
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
日
本
酒
フ
ァ
ン
が
増
え
、
海
外

で
も
ブ
ー
ム
が
到
来
し
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
一
方
で
、
酒
蔵
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
り
、
若
者
の
ア
ル
コ
ー
ル
離
れ
が
起
き

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
、
こ

れ
ま
で
に
得
た
知
識
と
技
術
を
い
か
し
た

新
商
品
の
開
発
で
す
。
今
ま
で
の
商
品
に

加
え
て
、
遊
び
心
を
取
り
入
れ
て
酒
造
り

の
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
渡
部
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　

３
０
０
年
に
わ
た
り
寒
冷
地
を
い
か
し

た
独
自
の
酒
造
り
に
取
り
組
み
、
地
元
で

愛
さ
れ
て
き
た
酒
蔵
を
守
っ
て
い
く
こ

と
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
経
験
や
新
た
な

技
術
を
取
り
入
れ
、
新
た
な
風
を
吹
か
せ

る
よ
う
な
挑
戦
を
す
る
若
き
蔵
人
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

開当男山酒造ホームページ▶


